
令和元年度・安全運転講習会を開催 

日時：令和元 年１１月１９日（火） 

場所：当社・大会議室（２Ｆ） 

１．開催目的 

 当社の安全運転管理規程に基づき、社員の交通ルール意識の再確認と、安心安全の意識

向上のために令和元年度・安全運転講習会を佐賀北警察署交通課の協力を得て開催した。 

２．講習会 

 演題：佐賀県内の交通事故状況・ドライブレコーダーで見る交通事故の実態 

講師：佐賀県佐賀北警察署交通課長 警部   藤本 健児 氏 

 参加者：社員・役員  ４４名 

３．講習会概要   

 まず、佐賀県内及び佐賀北警察署管内の交通事故発生状況について説明があった。一

昨年、１０万人あたり交通人身事故発生件数の全国ワーストワン（二年続けて、静岡県）

を脱却し、ワースト２となった。ここ１０月、１１月で死者５名という死亡事故が発生し

ている。夕暮れ時、夜間の道路横断中の事故であり、視野を確保するためハイビームが基

本で、早めのライト点灯、こまめなハイビーム・ロービームの切替をやってほしい。（車か

ら見える距離は、下向きの場合：約４０ｍ、上向きの場合：約１００ｍと２．５倍の差が

ある） 

佐賀県の事故原因として、追突事故が４５～５０%（全国平均は、約３５％）となってい

る。 

佐賀北警察署交通課長 警部   藤本 健児 氏 



（前を良くみなかった、脇見をしていた、車間距離を十分とっていなかったなど）。車は１

秒間に、スピード４０km/hで、１１ｍ、スピード６０km/hで、１７ｍ、スピード８０km/h

で、２２ｍ進んでいる。追突事故防止のための「みっつの３」運動が展開中であり、 

①「３秒間の車間距離」、②「３秒・３０メートルルール（方向指示器）の徹底、③「３分

前の出発」、つまり、追突事故の防止のため、「車間距離の保持」、「方向指示器による合図

の要領」、「余裕を持った行動」等、交通法規や安全運転に関する基本事項について、数字

の３をキーワードにしたものであり、一人ひとりが自覚を持った運転が必要である。 

運転者の「こころ」、①気のゆるみ、②怒り・焦り・心配事、③運転技術の過信が、交通

事故につながる。余裕を持ち３分前スタートを心がけて、安全運転に心がけて、交通事故

に遭わない、起こさない

ようにしていく。進路変

更は、３０ｍ，3 秒前の

合図を行う必要があるこ

とを再確認させられた。 

運転する心構えとして、

「大丈夫だろう運転、車

はこないだろう、歩行者

はいないだろう」といっ

た「だろう運転」は事故

のもと、「大丈夫でないか

もしれない、車がくるか

もしれない、歩行者がい

るかもしれない」といっ



た「かもしれない運転」を日頃から心がけて、事故を起こさない、事故に遭わないよう「安

全運転」を行うことが大切である。 

今回、交通事故の実態をドライブレコーダーによる映像を５件紹介されたが。死亡事故

の場合は、これ以上の惨事となると思われ、事故の恐ろしさを身にしみて感じたものであ

った。 

今年１２月１日から施行される「携帯電話使用等に関する罰則強化」について、話があ

った。これは、全国的に、携帯電話使用等に係る交通事故件数は、増加傾向にあるなど、

運転中のスマートフォンやカーナビ等を見たり操作したりする、いわゆる「ながら運転」

が大きな問題となっていることから、改正された。 

死亡事故率を比較すると、携帯電話使用等の場合は、使用していない場合と比べ、約２．

１倍高くなっているとのことであり、違反点数も３倍（改正後３点）、反則金も３倍（改正

後、18,000円：普通車）となっている。 

最後に、大串専務から講師に対する謝辞の後、参加者に、この安全運転講習会を契機と

して、私用車、社用車運転にあたって「事故を起こさない」、「事故にあわない」ように、

みんなで、安全運転に取り組んでもらいたいと話された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

          講師に対する御礼の言葉（大串専務） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


